
業務受託までの流れおよび更新要領

※　報酬の決定要素：　規模・業務量・サービスの範囲（種類・メニュー・予算）

※　初回覚書の有効期限は6カ月としています。

　　次回以降は１年単位とし、評価の上、受託項目を双方検討して更新します。

※　報酬については、プロジェクト開始後、分割して申し受けます。

　　第１案提示段階で初回分、第２回は導入終了時点が基本となります。

※　大規模プロジェクトの場合は、契約をフェイズごとに分割する場合があります。

※　プランの提示⇔検討・修正は基本２回です。

※　お客様の都合によるプロジェクトの遅延・中止の場合は、全額申し受ける

　　場合があります。

Ⅱ　スポットのサービスの場合

受託までの流れ

Ⅰ　継続的なサービスの場合

受託業務内容の検討

基本契約書案・覚書案の検討

基本契約・初回覚書の締結

６ヵ月後：実績の評価・覚書更新内容の検討

覚書の更新

受託業務内容の検討
目的・項目・ゴール

お見積書提出

受託決定
スケジュール・成果物の確定

契約締結（基本契約・覚書）

第１案提示

第２案提示

導入・導入サポート

評価

フォローアップ要領の検討

検討・修正

検討・修正

検討・確認


